
E －26　 家政学における 消費 者教育 の必要性

名古屋市立西陵商高　　 小木　紀之

1. アメリカのマ ーケ ッティング戦略家 とし て著名 な

Ｖ・パ ッカードは「現代 の中心問題 の一つ は，人び とが

繁 栄を楽し み，快楽主義 を不道徳で なく，道徳的 なもの

と思 うこ とに承詔 をあたえるこ とである」と い っ て い

る。 今 日の大量生産・大量消費時 代の出 現は，生 産者利

益 と消費者利益 との不一致 をもたらし，そ の結果，個 々

バラバ ラの消費者 は企業 による人 間不在の販 売政策に振

り回されてい るのが現状で ある。 われわれは， このよう

な現状をより認識 するこ とにより，新しい時 代に必 要と

され るHome Management の能力 を滋 養し てい かなけ

れば ならない。そ れゆえにこそ， 学校教育の場における

消 費者教育 の確 立が急務 とされるのである。

2. 消費者教育 （Consumer Education ）とは，最近

になって広 く世間 にアピールされるよ うになった言葉で

ある が，そ れは企業 が自己の生 産する商品を より多 く消

費 者 に買 わせる手 段とし ての消費者啓 発を意味するもの

では ない。賢い 消費者たりうる能力と知識を理論的，実

践 的 に武 装させ ることを意味ナるものである。

3. 消費 者教育 理論の家 政学への導入は， 家政学それ

自体 の社会的 役割 をより明確にする手 段となるものであ

る と本報 告者は考えるのである。


